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機能概要

オーダー確認処理に対する変
更点 (CSC-41104)
一般提供予定: 2024 年 11 月
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導入:オーダー確認処理の変更
(CSC-41104)

機能の説明

• 統合サプライヤは、バイヤーによって更
新される保持ロジックや特定のビジネス
プロセスフローに関係なく、簡単に確認
を送信できる必要があります。これは、
基本的な確認プロセスとオーダー確認の
差異の承認プロセスの両方に適用されま
す。

• サプライヤが以前に確認した明細を再確
認する必要がなくなり、オーダー確認の
処理エラーが削減され、サプライヤとバ
イヤーの両方の信頼性が向上します。

主な利点

• B2B サプライヤのオーダー確認の統合を
簡素化し、一部またはを確認するための
調達プロセスの複雑さを軽減します。

対象ソリューション:

SAP Business Network 
for Supply Chain

オーディエンス:

サプライヤ

イネーブルメントモデ
ル:

自動的に有効化
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前提条件、制限事項、注意事項

前提条件
� none です。

制限
� none です。

注意
� none です。
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シナリオ 1
1. 購買発注が 5 行で登録され、サプライヤに送信されます。

2. サプライヤが最初の 3 つの明細に対してオーダー確認番号 OC001を使用してオーダー確認を作成します。(指図確認作業タイプ = 新規)。

3. サプライヤは、残りの 2 つの明細に対してオーダー確認番号 OC002でオーダー確認を作成します。(指図確認作業タイプ = 新規)。

4. サプライヤは、最初の行を含めてオーダー確認番号 OC001でオーダー確認を作成し、配達日 (オーダー確認処理の種類 = 更新) を編集します。

Business Network ではすべての注文書明細が以前のバージョンに含まれていると想定されているため、オーダー確認は失敗します。

機能の詳細 -部分オーダー確認の更新を現状のまま処理

購買発注 OC001 (操作タイプ = 
"新規")

OC002 (作業タイプ
= "新規")

OC001 (操作タイプ = "更新")

ライン 1 ライン 1 行 1 (新しい配達予定日)

ライン 2 ライン 2

行 3 行 3

行 4 行 4

行 5 行 5
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シナリオ 1
1. 購買発注が 5 行で登録され、サプライヤに送信されます。

2. サプライヤが最初の 3 つの明細に対してオーダー確認番号 OC001を使用してオーダー確認を作成します。(指図確認作業タイプ = 新規)

3. サプライヤは、残りの 2 つの明細に対してオーダー確認番号 OC002でオーダー確認を作成します。(指図確認作業タイプ = 新規)

4. サプライヤは、最初の行を含めてオーダー確認番号 OC001でオーダー確認を作成し、配達日 (オーダー確認処理の種類 = 更新) を編集します。これ

は、この機能でサポートされます。

機能の詳細 -部分オーダー確認の更新の処理 (予定)

購買発注 OC001 (操作タイプ = 
"新規")

OC002 (作業タイプ
= "新規")

OC001 (操作タイプ = "更新")

ライン 1 ライン 1 行 1 (新しい配達予定日)

ライン 2 ライン 2

行 3 行 3

行 4 行 4

行 5 行 5
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シナリオ 2

1. 2 行の購買発注が登録され、サプライヤに送信されます。

2. サプライヤが、2 つの明細 (処理の種類 = 新規) に対してオーダー確認 (OC001) を作成します。

3. バイヤーが変更オーダーを送信し、2 つの明細を更新します。

4. サプライヤがオーダー確認 OC001を最初の行のみを含めて更新しようとしますが (処理の種類 = 更新)、すべての明細が更新済みのオーダー確認に

含まれる必要があるため却下されます。

機能の詳細 -部分オーダー確認の更新を現状のまま処理

購買発注 OC001 (操作タイプ = 
"新規")

指図変更 OC001 (操作タイプ = "更新
")

ライン 1 ライン 1 行 1 (新しい配達予定日) ライン 1

ライン 2 ライン 2 行 2 (新しい配達予定日)
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シナリオ 2

1. 2 行の購買発注が登録され、サプライヤに送信されます。

2. サプライヤが、2 つの明細 (処理の種類 = 新規) に対してオーダー確認 (OC001) を作成します。

3. バイヤーが変更オーダーを送信し、2 つの明細を更新します。

4. サプライヤは、最初の行のみを含む (処理の種類 = 更新) オーダー確認 OC001を更新しようとしますが、この機能では正しく処理されます。

機能の詳細 -部分オーダー確認の更新の処理 (予定)

購買発注 OC001 (操作タイプ = 
"新規")

指図変更 OC001 (操作タイプ = "更新
")

ライン 1 ライン 1 行 1 (新しい配達予定日) ライン 1

ライン 2 ライン 2 行 2 (新しい配達予定日)
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シナリオ 1
顧客がさまざまな確認ドキュメント (ソース) で以前に確認された明細を含むオーダー確認を送信しようとすると、そのオーダー確認は却下されます。こ

れらの追加ケースでは、2 つの既存のチェックが再利用されます。

例:

1. 注文書が 2 行で作成され、サプライヤに送信されます。

2. サプライヤが明細 1 のオーダー確認 (OC001) を作成します。(指図確認作業タイプ = 新規)

3. サプライヤが明細 2 のオーダー確認 (OC002) を作成します。(指図確認作業タイプ = 新規)

4. サプライヤが明細 1 と行 2 (オーダー確認処理の種類 = 新規) を含めて、オーダー確認 (OC003) を作成します。

結果: オーダー確認 (OC003) には、異なるオーダー確認に含まれていた 2 つの明細を参照する明細が含まれているため、却下されます。

機能の詳細 –サポートされないシナリオ

購買発注 OC001 (操作タイプ = 
"新規")

OC002 (作業タイプ
= "新規")

OC003 (作業タイプ = "新規")

ライン 1 ライン 1 行 1 (新しい配達予定日)

ライン 2 ライン 2 行 2 (新しい配達予定日)
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シナリオ 2
顧客がさまざまな確認ドキュメント (ソース) で以前に確認された明細を含むオーダー確認を送信しようとすると、そのオーダー確認は却下されます。こ

れらの追加ケースでは、2 つの既存のチェックが再利用されます。

例:

1. 注文書が 2 行で作成され、サプライヤに送信されます。

2. サプライヤが明細 1 のオーダー確認 (OC001) を作成します。(指図確認作業タイプ = 新規)

3. サプライヤが明細 2 のオーダー確認 (OC002) を作成します。(指図確認作業タイプ = 新規)

4. サプライヤが明細 1 と行 2 (オーダー確認処理の種類 = 更新) を含めて、オーダー確認 (OC003) を作成します。

結果: オーダー確認 (OC003) には、異なるオーダー確認に含まれていた 2 つの明細を参照する明細が含まれているため、却下されます。

機能の詳細 –サポートされないシナリオ

購買発注 OC001 (操作タイプ = 
"新規")

OC002 (作業タイプ
= "新規")

OC003 (作業タイプ = "新規")

ライン 1 ライン 1 行 1 (新しい配達予定日)

ライン 2 ライン 2 行 2 (新しい配達予定日)
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ありがとうござ
いました。
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します。


